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３ 1７ 263 ４アミラン
テグス
３口万









８ 1２ 216 ４








10 1７．５ 347 ４アミラン
テグス
1０号
1１ 1９ 230 ４
1２ 2８ 433 ２
1３ 4０ ２310











































豐儂110￣111 120￣122 130￣131 140-140 170￣170 180￣183
双曲線（５）が実用式としてこのときα＝0.02366＝0.00427
用いてもよいことがわかる。
一般に伸度の大きいコイルでは伸度の小さい部分の近似はわるくなるが製織時の張力よりはるかに小
さいとこであり，さしつかえない。また曲率の大きいところをすぎると実用式の方が少し大きくな
る。この実用式は伸度100(ノーＬｏ)/2Ｌｏ％と９０(ノーＬｏ)/Ｌｏ％の範囲で同一荷重に対しての伸度の
誤差は10％以内である。
３．４近似式の定数αについて
第７図の傾きと切片よりα，６を読みとり，αを縦軸に（"//)2/(Ｊ－Ｌｏ）を横軸にとって，第３表
の〃とノの数種の値について示すと第８図のようになる。ここで（９）式における0.974を１と
した。図からわかるように同一テグスに対してほぼ直線になり，定数αは巻数とらせん方向のテグ
スの長さノであらわせる。また10号テグスの場合は３号テグスに比べて約５倍の値になっている。
８号テグスと10号テグスの初期引張抵抗度（荷重一伸度曲線の原点における接線より求めた縦弾性係
数に相当するもので，ここではＥと考える｡）は３号では，270kg/ｍｍ２１０号では260kg/ｍｍ２であ
り，おのおののテグスの直径よりＩを求めて10号のＥＩと３号のＥＩを比べると約８倍になる。定
数αと材料の曲げ剛性の関係は明確ではないが，曲げ剛性の大きい方が小さい場合よりαの値は大
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きくなるといえる。
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第８図(5)式の`と念(÷)'の関係(ただしLo-1qOCmﾉﾃｸﾞｽ長さCｍ
〃はＬ0-10.0ｃｍの巻数）
３．５近似式の定数ｂについて
コイルばねの場合１/６とノは直線関係にある。コイル状テグスの場合の１/ｂとノの関係を第３
表の〃とノの数値の値について示すと第９図のようになる。１/６の場合はテグスの長さノによって
決まるといえる。ノがまったく伸びない
とすると１/６－(ノー100）となる。しかし
図からもわかるように実際の１/ｂは大×１０．５
きぐなっている。
以上によりコイル状のナイロン糸には４
従来（１）式が適用できると報告7)され
ているが，本報ではそれを簡単な定数２ ８
個を含む実用式で表示しうることを示しミ
得たわけである。なおナイロン３号’’０
２号以外の太さのもの１こついては今後さら
に研究を進めなければならない。もちろ
ん定数の数を増せばさらによい実用式と
なりうるが実用的ではなく，製織に応用
する場合には（５）式の双曲線で十分役
’00200８００４００ﾌﾟﾋﾟつものといえよう。
ノ（m､）
第９図（５）式の６逆数とノの関係
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4．結 論
現代，広く用いられている加工糸と似た形をもつコイル状テグスの荷重一伸度曲線の曲率の大きい
付近(伸度l00q-Lo)％と90(芸Lo)％の範囲)を簡単に知るためにつぎの実用式を用いる２Ｌｏ
ことができる。すなわち
Ｗ－ａｅ/（１－６の
ここでｅは伸度（％)，Ｗは荷重（９）でα，ｂはコイルの状態で決まる定数。
この定数α’６を求めておけば荷重一伸度曲線を再現でき，また所望の伸度を有する糸を製造すると
きの目安となる。またαは（"/の2/(ノーＬｏ）と直線関係にある。また繊維材料の曲げ剛性ＥＩの大
きい場合のαはＥＩの小さい場合よりも大きくなる。
またｂの逆数はらせん方向の長さＪと一次の関係にある。
実際の加工糸は以上の構造をもつ多数のフィラメントよりなり，その集合的挙動は非常に複雑であ
る。しかし荷重一伸度曲線は双曲線に近い形となっているので，本研究で結論されたことは適用でき
ろと考えられる。
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付 録
Holdaway2)は羊毛のクリンプを無くするときの荷重一伸度のモデルを次式で与えている。
－ｅｏＷ７(αＨ＋Ｗ）
ｓ，荷重を受けない長さにおける比例伸び
CO，クリンプがなくなったとき近似的にｅに等しい定数
Ｗ，クリンプを伸ばす作用張力
αH，曲げにおける縦弾性係数とクリンプしたファイバーの寸法と形状に依存する実験定数
Ｌｏ/ノー1/(1＋ｇｏ）となり
‘趣-歳．(器)･(子)邊・(,+助笑2+｡｡）
ただしＥ′は縦弾性係数に関係ある定数
』ウールファイバーの測定平均直径
これを本報のαと比較すれば
－７７－
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．－血-(定数)×(;{L)圏.,(!+L会ぞ_L･）ｅｏ
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7８
ｇｏノーＬＯ
ＣＯを百分率にしてｃ'０（％）
１/e'＝(ノーＬｏ）％
としＬｏを100ｍｍ，ノを、ｍであらわせば
となる。
(昭和47年９月20日受理）
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